
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 水質汚濁 の現況

県内の公共用水d域に つ いて 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定。十画を定め 、 関係機関 (建没省、 農林

水産省、 通商産業省、 鳥取市、 倉吉市、 米子市) の協力を得て、 水質の測定を行っ た。

対象水域の概要図は資料 1 9 に示す。

1 人の健康の保護に関す る項目 〔 健康項目 〕

〔 カ ド ミ ウ ム 、 シア ン 、 有機燐 、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 ヒ 素、 総水銀、 ア ルキル水銀、 P C B 〕

3 4 河川 1 0 2 地点 1 , 6 6 7 検体、 4 湖沼 1 6 地点 3 2 5 検体、 及び 2 海域 1 6 地点 2 2 8 検体、

合 。十 1 3 4 地点 2 , 2 2 0 検体につ いて測定を行っ た 。 そ の結果、 前年度と 同様に全検体が環境基隼に

適合 してお り 、 県内の公共用水域は全水域と も清浄であ っ た。

。 なお 、 検体数の算定にっいてはヵ ド ウ ム 、 シ ア ン等の各項目 を 1 検体 と して扱っ てい る o

(測定対象公共用水域)

河川
千代川 水系

千代川 、 旧袋川 、 狐川 、 山白川 、 天神川、 硼山川 、 槐 = 、 野土城 = 、 新袋川
有富川 、 大路川 、 砂見川 、 八東川 、 私都川 、 佐冶川、

天神川水系 天神川 、 国府川 、 小鴨川 、 玉川 、 三徳川 、 加茂川

日 野川水系 日野川 、 法勝寺川 、 板井原川

二 級 河 川 蒲生川、 塩見川 、 河内川 、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川、 阿弥陀川 、 佐陀川

斐伊川水系 旧加茂川 、 新加茂川 、

湖 沼 湖山池 、 多鯰ケ他、 東郷池、 中海

海 域 美保湾、 日 本海沿岸

表 5 0 人の健康の保護に関す る環境基準 (昭 4 6 1 2 . 2 8 環境庁告示第 5 9 号)

項 目 カ ド ミ ウ ム シ ア ン 有 機 燐 鉛
ク ロ ム

( 6 価 )
ヒ 素 総 水 銀

アルキル

水 銀
P C B

離直
0 0 1唯/ “

以下
検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

0 1咀/“
以下

○‐05増/“
以下

0 05贈名“
以下

0 ,節5彰“
以下

検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

くり 2 生活環境の保全に関す る項目
河 川 pH 、 BOD 、 S S 、 D0 、 大腸菌群数

湖 沼 pH 、 COD 、 S S 、 D0 、 大腸菌群数 回 用語の解説は資料 2 5 を

海 域 pH 、 COD 、 油分、 D0 、 大腸菌群数 参照の こ と

Q ) 概 要

主要水域の水質汚濁状/兄の概要を 、 生活環境項目 の代表的指標であ る B O D (河川 に適用 ) 又

は C O D (湖沼、 海域に適用) で見れば 、 次の と お り であ る 。

困 本白書では、 BOD 及び COD の評価に ついて、 環境基準の類型をあ てはめてい る 水域に対す
る 環境基隼の達成状況、 又はその他の水域に対す る 基隼相当類型の評価に 関 しては 7 5 %値 (表

5 1 注を参照) を適用 し 、 水質の汚濁状況、 水質の経年変化等の評価に は、 年平均値を用 いてい る
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《河 川の

一級河川 (千代川 、 天神川 、 日 野川 ) の水質は 、 おおむね下流部は環境基隼に定め る 河川類型A

(表 5 2 参照 、 以下同 じ ) 、 上流部は河川類型A A に相当 してお り 清浄な水質を維持 してい る 。

二級河川 (蒲生川 、 塩見川 、 河内川 、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川 、 阿弥陀川 、 佐陀川 ) に つ いて

見る と 、 塩見川 、 勝部川及び由良川の÷部に類型B 又は C に相当す る 地点があ る も のの 、 他の地点

はすべて類型A A~A に相当 してお り おおむね清浄な水質であ る 。

都市河川の う ち 、 鳥取市内を流れてい る 旧袋川 は河川類型B~D相当 、 倉吉市 内 の 玉川 は類型

A A~E以下、 ま た米子市内の旧加茂川 は類型E以下に相当す る 水質であ り 、 玉川上流部を除いて

いずれ も依然と して汚濁が著 しい

《柳 沼の

湖山池は C O D ( 7 5 %値) 6 7 ~ 7 1 咀/ “ で柳沼類型 C相当、 多鯰ケ池は 3 1 ~ 3 7 mgメ “

(同 B相当 ) 東郷池 4 5 ~ 5 0 mg/ “ (同 B相当 ) と い ずれ も他全体が汚濁 してい るが 中海は 1 9

~ 5 6 昭/ “ (同 A~C相当 ) と地点に よ って汚濁状況に幅があ る 。

《海 域)

美保湾は C O D ( 7 5 %値) 1 . 0 ~ 1 6 喀/ “ とすべて海域の類型Aに相当 してお り 、 ま た 、 本県

の 日 本海沿岸海域は 0 7 ~ 1 2 鮨/ “ (同 A相当 ) と 全域で清浄な水質を保持 してい る 。

な お 、 県内の 1 8 海水浴場はすべて環境庁の判定基隼に よ る ｢快適｣ な 海水浴場に フ ン ク さ れてい

る 。
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表 5 1 B O D 又は C O D の概要及び環境基準達成状況

範

水 域 名 地 点 名
B O D

年平均値
(噂/ “ )

環 境 基 隼 達 成 状 侃

あてはめて

い る 類 型

適 合 率

(% )

B O D

7 5 % 値
(唯/ “ )

相 当 す る

類 型

〔 河 川 〕

(一級河川 )

千 代 川 水域
千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 冶 川

天 神 川 水 系

天 神 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬
毛 谷

米 岡 橋
万 代 寺

岸 野
下 門 尾

別 府

田 後

小 田

1 .2

1 . 1

1 0

0 8

1 0

1 .3

0 9

1 .0

1 0

0 9

0 . 9

1 .0

1 .4

1 . 1

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

913

1 00

50 0

83 3

583

4 1 . 7

66 7
-

833

96 7

1 4

1 4

1 .4

0 9

1 2

1 . 6

1 1

1 1

1 . 3

1 . 1

1 3

1 3

1 .6

1 .4

A

A

A

A A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A
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水 域 名 地 点 名
BOD又はCOD

年平均値
(鮨/ の

あてはめて

い る 類 型

適 合 率

(% )

ゆ又は⑨
7 5 %値
(鰓/ “ )

相 当 す る

類 型

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川
日 野 川 水 系

日 野 川

法勝寺川

板井原川
(二級河川 )
蒲 生 川
塩 見 川
河 内 川
勝 部 川
由 良 川
加勢蛇川
阿弥陀川
佐 陀 川

(都市河川 )
旧 袋 川
玉 川
旧加茂川

〔 湖 沼 〕
湖 山 池
東 郷 池
多 鯰 ケ 池
中 海

〔 海 域 〕
美 保 湾

日本海沿岸
海 水 浴 場

交 藁
饑
河 原 町

熨 舎
横 手

片 森 柴

望 鐘
酋 轡
雫 覆
生 碧
福 缶
法 勝 寺
高 尾

3 地 点

多
7 地 点
5 地 点

4 地 点
4 地 点
3 地 点
5 地 点

7 地 点
1 地 点
8 地 点

18 地 点

0 6

0 . 6

0 6

0 8

0 . 6

0 6

0 . 5

0 . 8

0 7

0 . 6

1 . 2

1 . 1

0 . 7

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 .6

0 .6

1 .0

0 7

0 . 5

1 .0 へ) 1 . 9

1 .0 () 2 . 5

0 . 8 へ) 1 .4

1 .0 へ) 3 9

1 .8 へ) 3 0

0 6 へ) 1 . 1

0 8 へ) 0 9

0 . 9 へ) 1 . 1

3 3 () 4 8

0 9 () 2 0

9 . 7 () 2 7

5 . 9 へ) 6 1

4 . 2 へ) 4 . 3

3 0 へ) 3 3

1 .7 () 4 7

0 . 9 () 1 .5

1 . 1

0 6 () 0 8

0 7 () 1 .8

A A

A A

A A

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

A

A

B

A

(A )

100

1 00

100

9 1 . 7

96 7

83 3

75 .O

1 00

100

100

100

0

8 . 3

1 2 . 5()95 .8

83 3() 100

1 00

1 00

100

0 . 7

0 6

0 .6

1 0

0 7

0 6

0 5

1 0

0 . 7

0 7

1 1

1 . 1

0 7

1 0

0 7

0 7

0 7

0 6

1 . 2

0 8

0 . 5

1 . 1 へ) 1 . 5

1 .0 へ) 2 7

0 .6 へ) 1 .5

1 . 1 へ) 3 7

2 . 2 へ) 2 7

0 .6 () 1 .O

0 5 へ) 0 9

0 . 9 () 1 . 1

2 9 へ) 5 .6

0 7 () 3 3

1 1 () 4 0

6 7 へ) 7 . 1

4 . 4 へ) 5 0

3 1 へ) 3 7

1 .9 () 5 6

1 .0 () 1 .6

1 . 1

0 . 7 () 1 . 2

0 9 () 2 0

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A A

A A

A

A A~B

A A~A

A~C

B

A A

A A

AA~A

B~D

-\\~Eより悪い
E よ り 悪い

C

B

B

A~ C

A

A

A

A

(備考 : 海水浴場に つ いては、 開設期間内に測定 した ｢遊泳区域｣ の水質を示す。 )

園 適合蜜勉 : 環境基準に適合 した 日 数 × 1 0 0
総 測 定 日 数

適合率が 7 5 %以上の場合、 環境基準に適合 してい る も の と す る 。 (環境庁通達)

7 5 %値 年間の y 個の 日 間平均値の全デー タ を値の小さ い も のか ら順に並べた場合の

( y × 0 7 5 ) 番目 くそ の数が整数でな い時は、 直近上位の整数) の数値を
いい 環境基準の水域類型あてはめ に係 る 水質値を示す

〔 例 〕 A地点の測定値 (平均値) が下。己の場合

6 0 6 1 . 6 2 6 5 6 7 6 8 6 8 7 0 7 5 8 . 0

7 5 %値= 1 O X O . 7 5 = 7 5 → 8 番目 の値 7 0

- 6 1 -



表 5 2 生店環境の保全に関す る環境基準 (昭46 1 2 . 28 環境庁告示第59号)

1 河 川

這虱 利 用 目 的 の 適 応 性

基 隼 値

水素 イ オ ン
濃 度

( PH )

生物化学的
酸素要求量
( B O D )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( D O )
大 腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 ･ 自然環境保全及び
A 以 下 の欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8 5 以下 1 叱“下

25昭/“
以下

7 5 ng/“
以上

50MPN/ 100“
以下

A
水道 2 級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及び
B 以 下 の欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8 . 5 以 下 2%以“下

25 咀/“
以下

7 5 咀/“
以上

1 ,00OMPN/ l00“
以下

B
水道 3 級 ･ 水産 2 級及 び
C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8 . 5 以下 3 喝修好下

25 叱/“
以下

5 咀/“

以上
5 ,00OM□PN/ 100“

以下

C
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級及ひ
D 以 下 の欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8 5 以下 5%以“下

50 mg/ “
以下

5 叱/“

以上

D
工業用水 2 級 ･ 農業用水及び
E の 欄 に 掲 げ る も の

6 0 以上
8 5 以下 8%掾“下

10o mg/ “
以下

2 1叱// “
以 上

E 工 業 用 水 3 級 環 境 保 全
6 0 以上
8 5 以下

10 mg/ “
以下

こ み等の浮
遊が認め ら
れな い こ と

2 咀後上

範
し勤 1 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄
" 2 級 : 沈殿ろ過等に よ る通常

2 朝

水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う もの
" 2 級 : 沈殿ろ過等に よ る通常の浄水操作を行 う もの
" 3 級 : 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行う もの

水 産 1 級 : ヤマ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の水産生物用並ひに水産 2級及ひ水産 3 級の水産生物用
" 2 級 ･ サ ケ料魚類及ひア ユ等貧席水性水域の水産生物用及ひ水産 3 級の水産生物用
" 3 級 ･ コ イ 、 フ ナ等、 β -中腐水性水域の水産生物用
工業用水 1 級 : 沈殿等に よ る 高度の浄水操作を行 っ もの

" 2 級 : 業品注入等に よ る高度の浄水操作を行 う もの
3 級 : 特殊の浄水操作を行 っ も の

環 境 保 全 : 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に おいて不快感を生 じない限度

沼 (天然湖沼及び貯水量 1 000 万立方メ ー ト ル以上の人工湖)

(圏 1 自 然環境保全 : 自然探勝等の環境の保全
2 水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う もの

水道 2 、 3 級 : 沈殿ろ過等に よ る通常の浄水操作、 又は 、 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の

全
級
級
級
級
級
級
級
全

1兵
Q〕

14
リム

QU
1一

つ0

水 産 1

工業用水 1

環 境 保

: ヒ メ マス 等費栄養観型の水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用
: サケ科魚類及ひアユ等貧栄養釧型の7絶滅の水産生物用並びに水産 3 級の水産生物用
: コ イ 、 フ ナ等富栄養湖型の水域の水産生物用
: 沈殿等に よ る通常の浄水操作を行 う もの
: 薬品注入等に よる高度の浄水操作、 又は、 特殊な浄7鷲廳作を行っ も の
: 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生 じない限度

ア

遊軍凧 利 用 目 的 の 適 応 性

基 隼 値

水素 イ オ ン
濃 度

( PH )

化学的酸素
要 求 量

( C O D )

浮遊物質量

( S S )

熔存酸素量

( D O )
大 腸 菌 群 数

船
水道 1 級 ･ 水産 1 級 ･ 自然環境保
全及びA以下の欄に掲げる もの

6 5 以上
8 5 以下 1 噂/&下 1 噂/徐

7 5咀/“
2逝

50MPN/ 10 (翔老
以下

A
水道 2 、 3 級 ･ 水産 2級 ･ 水浴
及 び B以下の欄に掲げ る も の

6 5 以上
8 5 以下 3 昭/&下 5杉籔下 7 5%免 1 , 00OMDPN/ 10伽“

以下

B
水産 3級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業
用 水及び C の欄に掲げ る も の

6 5 以上
8 5 以下 5 叱/旗 1 5彰次 5咀/魚

C 工 業 用 水 2 級 ･ 環 境 保 全
6 0 以上
8 5 以下 8 噂/旗

こ み等の浮
遊が認、め ら
れ な い こ と

2彰鎗上
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イ

紙 利 用 目 的 の 適 応 性
基 準 値

全 窒 素 全 り ん

-IL 自然環境保全及び 肛 以下の欄に掲げ る も の 0 1 鰓/ “ 以下 0 . 0 0 5 昭/ “ 以下

肛

水道 1 、 2 、 3 級 (特殊な も のを除 く 。 )

水 産 1 種

水浴及びm以下の欄に掲げ る も の

0 2 叩/ “ 以下 o o l 噂/ “ 以下

m 水道 3 級 (特殊な も の) 及びy以下の欄に掲げる もの 0 . 4 昭/ “ 以下 0 0 3 叩/ “ 以 下

N 水産 2 種及びVの欄に掲げ る も の 0 6 mg/ “ 以下 0 0 5 唯/ “ 以下

V

水 産 3 種

工 業 用 水

農 業 用 水

環 境 保 全

1 旺/ “ 以下 0 l mg/ “ 以下

の ㈱ 1 自 然環境保全 自然探勝等の環境保全
2 水 道 1 級 ろ過等に よ る簡易 な浄水操作を行う も の

水 道 2 級 沈殿ろ過等に よ る 通常の浄水操作を行 う もの

水 道 3 級 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の ( ｢特殊 な も の｣ と は 、 臭

気物質の除去が可能な特殊な浄水操作を行う も のをい う 。 )

3 水 産 1 種 サ ケ科魚類及びア ユ等の水産生物用並びに水産 2 種及び水産 3 種の水

産生物用

水 産 2 種 ワ カ サ ギ等の水産生物用及び水産 3 種の水産生物用

水 産 3 種 コ イ 、 フ ナ等の水産生物用

4 環 境 保 全 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に お いて不快感を生 じ な い限

度

3 海 域

※ 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素 イ オ ン
濃度 ( PH )

化学的酸素
要 求 量

( C O D )

溶存酸素量
( D O )

大腸菌群数 /由 分

A

水 産 1 級 ･ 水 浴
自 然 環 境 保 全 及 び
B以下の欄に掲げ る も の

7 8 以上

8 . 3 以下
2 叱/“以下 7 5 四g/“以上 1 ,皿/胖乍N転移

以下

検出 さ れな
い こ と

B

水 産 2 級 ･ 工 業
用 水 及 び C の 欄
に 掲 げ る も の

7 8 以上

8 3 以下
3 咀/“以下 5 mg/“以上

検出 さ れ な
い こ と

C 環 境 保 全
7 0 以上

8 3 以下
8咀/“以下 2 昭ン/“以上

固 1 自然環境保全 自然探勝等の環境保全

2 水産 1 級 マ タ イ 、 ブ j 、 ワ カ メ 等の水産生物用及び水産 2 級の水産生物用

" 2 級 ホ フ 、 ノ J 等の水産生物用

3 環境保全 国民の 日 常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に お いて不快感を生 じ な い限度
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乾 ) 水 域 別

ア 河 川

(ア) 三代河川

o 千代川 7N垣或

千代川 は有富川 と の合流点 (河口か ら約 7 km上流) か ら上流は、 河川類型A A 、 下流は類型

Aの環境基準が指定さ れてお り 、 B O D ( 7 5 %値) でみれは 、 類型A A の源大橋及び市瀬の

2 地点を除いて他の地点はすへて環境基準に適合 してい る 。 そ の他の項目 に つ いて 、 それぞれ

の指定類型に対する環境基隼適合率を見る と類型A A の水域では D O 1 00 % 、 S S 9 8 % 、 大

腸菌群数 0 % 、 類型Aの水域でD O 9 6 % 、 S S 1 00 % 、 大腸菌群数 0 % と な っ てい る 。

各河川の水質の状況を B O D に ついて見れば 、 千代川は 0 8 ~ 1 . 3 唯/ “ と 清浄であ り 、 千

代川 に流入す る 八;剩 = 、 私都川 、 佐治川 も 0 . けし 1 0 mg/ “ と極めて清澄な水質を維持 してい

る 。

水質の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 上距交 してみ る と 、 千代川及び流入河川であ る 八東川 、

私都川 、 佐治川 と も 前年度と ほぼ同程度であ り 、 こ の水系の水質の経年変化を見る と ほぼ楮は

いで推移 し てい る 。

(園各河川の水質経年変化、 環境基準適合率の詳細に ついては資料 2 0 を参照の こ と 。 )

表 5 3 側 定 結 果

〉
"

、
-
′

′
'
t
-‘
‘
て

･●
'
′I

1
1
j
l
･
-
-

河 川 名
指定
類型

地 点 名
側定

日数
pH 学)

B O D

(噂/ “ ) ご溺)
大 腸 菌 群 数

(M厘N/ 100 “)

千代川水系
千 代 川

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

質 露

行 徳

原 大 橋

稲 常

佐 貫

市 獺

毛 谷

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 2

7 1

6 9

7 0

6 9

7 1

6 9

9 l

10

l o

1 0

1 0

1 1

1 0

1 2 ( 1 4 )

1 . 1 ( 1 4)

1 .0 ( 1 4)

0 8 (0 9)

1 .0 ( 1 . 2)

1 3 ( 1 .6 )

0 9 ( 1 1 ) ワーrhuうりら6つムワ‘14
1 1 × 1 0 食 ^) 4 9 × 1 0 4

1 4 × 1 0 3 () 4 9 × 1 0 4

3 3 x 1 0 2 ~ 4 9 × 1 0 3

4 9 × 1 0 2 () 2 3 x 1 0 4

2 3 x 1 0 3 () 1 1 x 1 0 4

2 3 × 1 0 3 へ) 1 7 × 1 0 4

3 3 x l 0 2 () 7 9 x 1 0 3

八 東 川

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野 リムリムリム1･I-11--1I- ハU14QJワ‘ワ‘RU
l l

1 1

1 0

1 .0 ( 1 . 1 )

1 0 ( 1 . 3)

0 9 ( 1 . 1 )

2

2

2

7 9 x 1 0 2 () 1 3 × 1 0 4

3 3 x 1 0 2 へ) 7 9 x 1 0 3

2 3 × 1 0 2 ~ 4 9 × 1 0 3

私 都 川 下 門 尾 1 2 7 0 1 0 0 9 ( 1 . 3 ) 2 7 9 x 1 0 2 へ) 3 5 × 1 0 4

佐 治 川 別 府 1 2 7 0 10 1 0 ( 1 3 ) 5 7 9 × 1 0 2 へ) 1 7 × 1 0 4

( ) 内は 7 5 %値

.
･l1

11
･1
I

[‘
も.
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(側定地点図) BOD (昭/ “ )
〔千代ひ = 〕 ( B O D ) 最大~最小値)

日蕉
× 7 5 %値 ^･ 0 5 未満

ニナ 3 .0

質露 行徳 2 5
源大橋

B

A稲窟 2 .O

り尾 1 . 5

T
-

- * * 富 泉 斗 拜 軽 率
は l 裝 事具 j 人 丈 ｣ 人

瀬 o

毛 賀 行 源 稲 佐 市 毛 米 方 岸 下 別 館
谷 露 徳 裔 常 貫 瀬 谷 需 野 麗 府 琶

0 5 10 15を露

表 5 4 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 (mg/ “ )

55 年度 56 年度 57 年度 58 年度 59 年度 60 年度

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

質 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 獺

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

1 .7

0 . 8

0 8

0 7

0 7

0 6

0 6

0 . 6

0 6

0 6

0 . 8

0 6

1 . 5

0 . 9

0 . 9

◆ 1 .0

0 . 8

0 7

0 . 7

0 8

0 8

0 . 6

0 9

0 7

◆ 2 .O

1 .0

0 9

0 9

0 . 9

◆ 1 1

0 8

1 .0

･ 1 1

0 8

1 0

0 . 9

D 1 . 5

1 . 1

1 1

1 0

0 . 9

1 1

0 . 8

1 .0

1 .0

0 .8

1 . 2

0 9

1 . 5

1 .0

1 . 1

0 . 9

0 8

1 . 1

0 8

0 9

0 . 9

0 . 7

D O 9

1 0

D 1 2

1 . 1

1 .0

0 .8

1 0

1 . 3

0 9

1 0

1 .0

0 9

0 . 9

1 0

1
‘
f
/
奪
暈
i
f

rr
濾
r
亀
J
f!

--;
ム

ヱ
ー‘

/
◇
"
‘
"
-
;
!
ひ
も

;
‘!
,
4
L
f
I
I
I

･
,ー
澤
!
ム

ー"
◆

ノ
ー
｣

‘
l
t

1
I
I
I
J

◆I
l麩

困 り 前年度に比べ良 く な っ た も の ◆ 前年度に比べ悪化 し た も の

天神川水系

天神川は小鴨川合流点 (河口か ら約 7 km上流) か ら上流は 、 河川類型A A 、 下流は類型Aの環

@ 境基隼が定め られてお り B O D ( 7 5 %値) でみれば類型A及びA Aの水域の全地点で環境基
隼に適合 してい る 。 ま た、 両水域と も D 0 、 S S は ほ と ん ど環境基隼に適合 してい る が 大腸菌

群数の適合率は 0 %であ る 。 水質の状況を B O Dで見れば 、 天神川 ( 0 . 6 ~ 1 4 叱/ の 、 及び

天神川に流入す る 小鴨川 ( 0 5 ~ 0 8 mg/ “ ) 、 三徳川 ( 0 . 7 ~ 0 8 昭/ “ ) と も清浄であ る 。

本水系の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 上韓交す る と 、 天神川 、 小鴨川 、 三徳川 と も ほぼ同程度

であ り 、 経年的な水質の変化を 見て も 水系全体 と してほぼ同程度の水質で推移 してい る 。
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表 5 5 測 定 結 果

水 域 名
指定
類型

地 点 名
測定
日数

pH 砂易)
B O D

(鵤/ “ )
S S

鮨/“)
大 腸 菌 群 数
(M P N/ 100 れ“)

天神川水系
天 神 川 AA船舶船

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨 リムnVnノムリムり&14ろくJ14141具
7 1

7 2

7 3

7 3

7 2

9 2

1 0

｣ 1

1 1

1 1

1 4 ( 1 .6 )

1 1 ( 1 .4 )

0 6 ( 0 7 )

0 6 ( 0 .6 )

0 6 ( 0 6 ) rbAUQUQU召寸
4 . 6 x 1 0 3 へ) 3 3 x 1 0 4

1 7 × 1 0 3 () 7 0 × 1 0 4

1 7 x 1 0 3 ^) 3 3 x 1 0 4

4 9 x 1 0 2 へ) 2 4 x 1 0 4

2 . 8 x 1 0 2 へ) 7 0 x 1 0 4

小 鴨 川

巌 城

河 原 町

関 金

今 西 リムリムリムリム1･I-1I{｣1---11- n乙うりうりう□ワーワ!ワ‘ワ‘
10

1 1

l o

10

0 8 ( 1 0 )

0 . 6 ( 0 7 )

0 6 ( 0 . 6 )

0 5 ( 0 5 )

6

3

3

2

2 2 x 1 0 3 () 4 9 x 1 0 4

4 9 x 1 0 2 へ) 1 .7 x 1 0 4

1 .7 × 1 O 3 へ) 1 7 × 1 0 4

2 2 x 1 0 2 へ) o 7 x 1 0 3

国 府 川 福 光 12 7 3 1 0 0 7 ( 0 8 ) 7 1 l x 1 0 3 () 2 8 x 1 0 4

三 徳 川
横 手

片 柴 リムリムせ-'ユマー14
7 4

7 2

1 1

1 0

0 8 ( 1 0 )

0 7 ( 0 7 )

4

3

4 9 x 1 0 3 () 2 2 x 1 0 5

4 9 x 1 0 2 () 4 9 x 1 0 4

加 茂 川 森 1 2 7 2 1 1 0 6 ( 0 7 ) 4 3 5 x 1 0 2 へ) 4 6 x 1 0 4

( ) 内 は 7 5 %値

(測定地点図) B O D ( B O D 最大~最小値)｢ 天 神 川 } 日本侮 (噂/ “ )
× 7 5 %値 へ 0 5 未満

田 小 大 今 穴 巌 回 関 今 福 楮 片 + 栢
0 5 10加 原 線 型

後 田 原 泉 鴨 城 町 金 西 光 手 柴

表 5 6 径 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 (昭/ “ )

5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

天 神 川 水 系

天 神 川

小 鴨 川

ニ 徳 川

加 茂 川

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巖 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

0 9

0 9

0 7

0 6

0 7

0 8

0 7

0 6

0 6

0 .8

0 6

0 6

◆ 1 2

◆ 1 2

0 7

0 6

0 6

0 9

0 .6

0 5

0 6

0 9

0 7

0 6

◆ 1 .6

◆ 1 . 9

◆ 1 1

0 8

0 6

◆ 1 4

◆ 1 .0

0 6

0 6

◆ 1 . 2

0 8

0 6

D 1 1

D 1 4

D 0 8

0 7

0 6

D 0 8

0 0 7

0 7

0 6

D O 9

0 7

0 6

1 0

1 4

0 7

0 . 7

0 5

0 7

0 6

0 6

0 5

◇ 0 7

0 6

0 . 5

◆ 1 . 4

D 1 l

0 6

0 6

0 .6

0 . 8

0 6

0 6

0 5

0 8

0 7

0 .6
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日野川水系

日野川 は 日野橋 (河口か ら約 3 km上流) か ら上流は河川類型A A、 下流は類型Aの環境基隼か

定め られてお り 、 B O D ( 7 5 %値) でみれば類型A及びA A 7N域の全地点で環境基準に適合 し

てい る 。 B O D以外の項目 の環境基準適合率を見る と 、 類型A Aの水域では、 D o l o o % 、 大

腸菌群数 0 %、 類型Aの水域では、 D O 9 3 % 、 S S 9 3 % 、 大腸菌群数 3 3 % と な っ てい る 。

こ の水系の水質の状況 ( B O D ) は 、 日野川 ( 0 6 ~ 1 . 2 咀/ “ ) 、 及び法勝寺川 ( 0 .7 ~ 1 0

昭/ “ ) 、 板井原川 ( 0 5 mg/ “ ) と も 、 清浄な水質であ る と いえ る 。

水質の状況を B O Dで前年度と比較す る と 、 日野川、 法勝寺川 と も ほぼ同程度であ り 、 経年的

に 見て も 、 こ の水系の水質はいずれ も大幅な変化は認め られず、 ほぼ横ば い の水質を保っ て い る 。

表 5 7 測 定 結 果

▲▼
)
I
1
1
--I

1
I
･
‘--‘【

fI
I

･′
I
i

･i
l
′

-'
-

･t
-
r

.
･

水 域 名
指定
類型

地 点 名
測定
日数

pH
D O

く唯/“ )
B O D

(mg/の
S S

く咀/の
大 腸 菌 群 效
(M P N/ 100 加の

日野川水系
日 野 川

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

12

30

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 2

7 3

7 4

7 . 2

7 5

7 3

7 4

7 . 3

9 7

10

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 . 2 ( L 1 )

1 . 1 ( 1 . 1 )

0 7 ( 0 . 7 )

0 8 ( 1 .0 )

0 7 ( 0 . 7 )

0 .6 ( 0 . 7 )

0 6 ( 0 7 )

0 6 ( 0 6 )

5

1 3

3

4

5

4

3

1

2 . 7 x l 0 2 ~ 1 .6 x l o b

2 1 x 1 0 2 ~ 3 5 x 1 0 4

3 3 x 1 0 2 ~ 2 2 x 1 0 3

2 . 7 入 1 0 2 ~ 5 4 ＼ 1 0 3

3 3 x 1 0 2 ~ 7 9 x 1 0 3

2 . 3 × 1 0 2 ~ 2 . 4 べ 1 0 3

3 3 x 1 0 2 ~ 3 3 x 1 0 4

7 8 × 1 0 ~ 2 4 x l 0 3

法 勝 寺 川
福 市

法 勝 寺 nノムリム11一一1-I-
7 1

7 2

9 9

1 1

1 0 ( 1 . 2 )

0 7 ( 0 8 )

9

4

4 6 メ 1 0 2 ~ 1 . l x 1 0 4

2 . 2 x 1 0 2 ~ 1 . 7 x 1 0 4

板 井 原 川 高 尾 1 2 7 4 10 0 5 ( 0 5 ) 2 4 0 × 1 0 ~ 4 .9 × 1 0 3

( ) 内 は 7 5 %値

(測定地点図) ( B O D 最大~最小値)

〔 日 野 川 〕 B O D メ 7 5 %値 へ 0 . 5 未満
(噂/ “ )

美保湾

B皆生 一 一 3 0
I
ム

ー
-
f
l

@ 福市 八幡 2 5
A構□ 2 .0

1 . 5

は 天 気 1 爽 A A
高尾 1 .O

矢戸 生山 0 5
0

。 5 m 第拗 皆 車 八 溝 武 下 生 失 福 法 高 須勝

生 尾 幡 n 庫 榎 山 戸 市 寺 尾 琶
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表 5 8 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 (唯/ “ )

5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

皆 生
車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

0 7

0 9

0 .6

0 .6

0 . 7

0 .6

0 6

0 . 6

0 . 9

0 . 7

0 . 5

吟 1 . 3

1 . 1

◆ 1 .0

◆ 1 . 1

0 . 8

0 8

◆ 0 9

0 7

◆ 1 .2

0 9

0 . 7

1 . 2

1 . 2

1 .0

1 . 1

0 . 8

0 6

0 7

0 . 7

1 . 4

◆ 1 . 2

0 6

1 0

1 2

1 .0

0 . 9

0 8

0 . 8

吟 1 0

0 6

D 1 1

1 .0

0 . 5

1 . 2

1 . 2

1 .0

0 . 8

0 . 8

0 . 7

0 . 8

0 . 7

1 2

0 9

0 .6

1 2

1 . 1

◇ ○ . 7

0 8

0 . 7

0 6

0 6

0 .6

1 .0

0 7

0 5

“ ) 都 市 河 川 }

旧袋川 (鳥取市) の水質は、 B O D ( 7 5 %値) 2 . 9 ~ 5 . 6 喀/ “ (河川類型B~D相当) と -
汚濁 してい る が、 前年度の測定結果と 比較する と各地点で同程度あ る いは良 く な っ てい る o ← ト
玉川 (倉吉市) は、 上流部の八幡町 ( 0 7 唯/ “ ) を除いて 4 . 4 ~ 3 3 叱/ “ (河川類型C~ 、

E よ り 悪い ) と依然 と し て汚濁 してお り 、 特に宮川町 、 西仲町の各地点が著 し い 。 前年度と 比較

す る と 上流部を除いて悪化 してい る 。

旧加悦 - - (米子市) は 1 1 ~ 4 0 唯/ “ (河川類型E よ り 悪い ) と 全水域で汚濁 してい るが特 I
に加茂川橋、 土橋地点での汚濁が著 る し い 。 ま た 、 前年度 と比較す る と 同程度あ る いは悪化 して

いを , “都祠, “経年変化 昭和 . 斑“~鱒 年“) “■‘ と 螂一刻,鱗.熟め水 I
賃で推移 して お り 、 動員日加茂川 f に つ いては こ れま でやや改善傾向が見 られたが 朝 l に っ {いて は 6 0 年度、 旧加茂川 に ついては 5 9 年度、 6 0 年度は悪化 してい る 。

表 5 9 測 定 結 果

河 川 名
指定
類型

地 点 名
測定
日数

pH 砂核)
B O D

(mg/ “ ) 多も) をM蝦;驫が 習奪客
震ゾの｣

旧 袋 川

浜 坂

弁 天 橋

丸 山 橋

出 合 橋

若 桜 橋

古 方 橋

三洋大橋 リムリム?ム准4つム“4ハh〕141具1よりムー上り& uV〔URUハリQVQ〉リムAUワーAUAVAVAUワf れ性nノムハUr【〕̂くUnd7‘7RUワー7IRURÛ〕〉
3 4 ( 4 1 )

3 . 4 ( 4 . 8 )

4 . 8 ( 5 5 )

3 5 ( 3 9 )

3 . 3 ( 3 4 )

4 5 ( 5 6 )

3 .6 ( 2 9 ) ハリRÛ=〕̂=Unノムワ‘作れ仕･I･I--11▲･II-メーI▲｣1.･I▲
7 9 x l 0 3 ゑ〉 1 .3 × 1 0 5

7 9 x 1 0 3 【)> 2 4 x l 0 5
7 9 x l o 3 .)> 2 . 4 x 1 0 5

7 0 x 1 0 3 .)> 2 4 × 1 0 5

4 9 x l 0 3 “〉> 2 .4 x 1 0 5

3 3 × 1 0 れ)>2 .4 × 1 0 5

2 . 0 × 1 0 ~>2 .4 x l 0 5 rb〔UAMVnMソリムnUnノムメハマメハすれ吐QUイハマRunくU
玉 川

巌 城

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 リムリムリムnノムリム‘Il▲‘I1▲“II-‘II▲1I▲ QJnUT上すI止す,上AVワーワーワーワー
8 7

6 1

7 8

9 5

1 0

4 6 ( 4 4 )

1 4 ( 1 9 )

2 0 8 3 )

5 5 ( 4 6 )

0 9 ( 0 7 )

1 0

1 3

1 2

6

3

1 7 x 1 0 4 [)> 2 . 4 x 1 0 5

7 9 x 1 0 4 メ)> 2 4 × 1 0 5

1 . 1 x l 0 5~>2 . 4 x 1 0 5

1 1 x 1 0 4 メ)> 2 4 x l 0 5

4 6 × 1 0 れ) 4 6 × 1 0 4

3 5

1 0

1 1

7 7

0 6

旧加茂川

灘 町 橋

天 神 橋

旭 橋

土 橋

加茂川橋 2つムリムn乙リムマー-｣11一11-1I-｣1-I- QJnÛUnuÛUAUワrワ#ワ‘ワ‘ 14RunbらリハUrhur【JRU“。ワー
9 7 ( 1 1 )

1 3 ( 1 8 )

1 3 ( 1 3 )

2 3 ( 2 9 )

2 7 ( 4 0 )

1 6

2 0

1 9

2 1

2 2

3 9 × 1 0 3 メ)> 2 4 × l 0 5

7 9 x l 0 4 ")> 2 .4 x 1 0 5

4 9 × 1 0 4 そ}> 2 4 x 1 0 5

1 1 x 1 0 4 ^)> 2 4 x l 0 5

7 9 x l 0 3 .)> 2 4 x 1 0 5

9 3

1 4

1 3

2 0

2 4

- 6 8 - ( ) は 7 5



ぬ
ノ

,とつ

と

日
野
川

至
〔 旧加茂川 〕

加
茂
川
橋

旭
橋

灘
町
橋

幟
姦

ゆ彰
,畑

,鍋
,珊

畑
洲

渕
,硼

0
至

(
拗

至

　
　

　
　

　
　
　

咀
、
く

巌
城

め
*

　
　

　
　　　

　　
　
　

　
〔

国麻鮮
徐炉谷噛

(
T上~

<

八
幡
町

○
夏

5
6

2
-

西
仲
町

B
臨

梵
鬮

69
巌

城
5
胡
蜘

7
-

水域名 地点名 BOD年平均値(唯/“)55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度

=
=

=
=

=
=

茂

袋
加

旧
玉
旧

点
点
点

地
地
地

n
′乙

ろ
くJ

リ
ム

1
4

り
乙

1
上

)
)

^
^

A
U

R
U

A
U

リ
ム

ハ
U

ワ
‘

こ
り

C
O

リ
ム

に
〕

1
4

1
4

ト
浄

ト
胡
蜘

7

2
6

2
に
〉

1
墨

1
4

ネ
ト

全
Q
U

十
』

ワ
‘

ワ
ー

1
4

r
o

に
〕

1
4

1
4

)
)

メ
^

R
〕

nで
ワ

ー

リ
ム

ハ
U

A
U

n
Y

0
1

4
亡
リ

ー
上

り
&

ト
序

ト
ハ
リ

ハ
U

Q
J

D
◆

8
0

7
4

2
2

へ
へ

3
9

7
Q
J

n
U

Q
D

▲■
｢

( B O D 最大~最小値)

倉吉線
嬬

と
め雙[
ヰ

′8
5

0
-つ

三
よ

し
し

三
洋
大
橋

イ変

出
合
橋

年
浜

坂
経

至よなど
勘“

,,雌
5

0
莢

測
旧

′′
‐、

ノ
ー■、

1J
I
1,1
!
I
lr
l

-◆
7
I
I亀1

I′
"

JI‘II
!
1‐

‐
′
l
I
;
‘
!
【
I
r

･
-‐
I
i
l
-

-‘
‐′

l-
-▼

｣7r
lI
l
′
1
-
-
-
}

◆
L
ノ
キ

i
-
!
も
!

"
人
-
f
T

一
ー
I
L
I

･
!

‐
-

)
巷

~
‐



の) 二 級 河 川

県内の主要二級河川 8 河川に ついて 、 それそれ各 3 地点の測定結果を見る と 、 加勢蛇川 、 阿弥

陀川は B O D ( 7 5 %値) 1 喀/ “ 以下 (河川類型A A相当) と 極めて清浄な水質であ り 、 他の

河川 も一部の地点を除き おおむね清浄な水質を維持 してい る 。

各河川の水質につ いて 、 前年度と の対比を見る と 、 由良川で悪化 してお り 、 河内川で若干良 く

な っ て い る他は 、 若干の悪化あ る い は同程度てあ る 。

ま た 、 こ れ ら の河川の経年変化は、 ほぼ楮はいの状態で推移 してい る 。

表 6 1 測 定 結 果

河 川 名
指定
類型

地 点 名
測定
日数

pH 砂核)
BOD

(mg/ “ ) 診も を鬱N勢諺務 艶客
(雌/ “ )

浦 生 川

本 庄

恩 志

太 田 れ性4月仕“せ 江00ワ‘ワ‘ワ‘ ワ‘14̂UQひ1具14
1 .9 ( 1 5 )

1 0 ( 1 1 )

1 . 2 ( 1 . 1 ) にJワ‘QU
4 . 9 x 1 o れ〉3 3 x 1 o 3

4 9 x 1 0 乳)9 2 x 1 o 4

2 3 x 1 o れ)2 4 x 1 0 4 4941上̂U14
塩 見 川

細 川

海 上

箭 溪 イハナメハ掌“仕 Ûワ‘14ワ‘“○ワ‘ リムうり̂URUハb14
2 5 ( 2 . 7 )

2 5 ( 2 7 )

1 .0 ( 1 0 ) ハ=〕“"仕n/ム
寸･I-▲ 3 3 x 1 0 3 .し3 5 x 1 0 4

2 2 x 1 o れ)1 1 x 1 0 4

1 . 3 x 1 o れ)1 .4 x 1 0 4 174ら乙1411
何 内 川

宝 木

宿

来 日 メカ丁イ4月カ性 nonUnvAUワ‘ワ‘ AURÛUQ▽QJ14
1 .4 ( 1 5 )

1 . 1 ( 1 4 )

〇 ‐ 8 ( O ･ 6 ) AUリム14
1 . 3 x 1 0 3【〉3 5 x 1 0 4

1 .8 x 1 o れ、)3 5 x 1 0 4

7 9 x 1 o 2へ)7 o x 1 o 3 67ユ･1盛一1･1上
勝 部 川

青 谷

吉 川

善 田 れ仕れ444 QJGJQ口AUAUAV
7 8

9 9

9 1

3 9 ( 3 7 )

1 0 ( 1 . 1 )

1 9 ( 2 2 )

4

2

5

1 6 x 1 0 5()>2 . 4x 1 0 5

1 . 7 x 1 0 3へ)3 5 x 1 0 4

1 気 × 1 0 3 へ)5 4 × 1 0 4

2 1

1 3

2 . 1

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

亀 谷 れ性4月性イ4 ハけりムリムAVワ‘ワー
8 2

9 3

9 3

2 . 2 ( 2 2 )

1 .8 ( 2 4 )

3 0 ( 2 . 7 )

9

1 1

5

3 3 x 1 0 3メ)3 3 x 1 0 4

1 7 x 1 0 3"、)3 3 x 1 0 4

7 0 × 1 0 れ) 1 .7 × 1 0 4

1 4

0 9

2 .O

加勢蛇川

上 伊 勢

八 反 田

三 本 杉 “44自警“自警 リムろくUリムワ‘ワ‘ワ‘
9 9

1 0

9 6

1 . 1 ( 0 8 )

0 6 ( 0 6 )

0 8 ( 1 .0 )

4

2

2

4 9 x 1 o 2へ)3 5 x 1 o 4

4 9 x 1 o れ、)7 9 x 1 0 3

7 9 x 1 o れ)2 .8 x 1 0 4

0 . 5

0 5

0 6

阿弥陀川

所 子

坊 領

原 れすれ性れ性 hd4月性れ性ワ#ワ‘ワー
1 0

1 0

1 0

0 8 ( 0 6 )

0 8 ( 0 5 )

0 9 ( 0 9 )

1

3

8

4 5 × 1 0 ()2 . 3 x 1 0 3

4 5 × 1 0 へ)7 .o x 1 0 2

1 .4 x 1 o れ)7 9 x 1 0 2

1 .0

0 8

0 9

佐 陀 川

佐 陀

吉 長

福 万 イ4イ4メ4 n乙てLRUワ‘ワrワ‘
1 1

1 0

1 1

1 . 1 ( 0 . 9 )

1 .0 ( 1 1 )

0 9 ( 1 .0 )

5

4

4

1 . 7 x 1 o れ)5 4 x 1 0 4

1 7 x 1 o れ、〉7 9 x 1 0 3

1 1 × 1 0 れ)1 1 × 1 0 4

1 1

1 .O

1 .0

( ) 内 は 7 5 %値
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(測定地点図)

〔浦生川〕 〔塩見 I D 0 5 1中 〔 河内川 〕 〔 勝部川 〕

　　　 　　　　　　　　　　
へ0 5 未満 BoD

本 恩 大 綱 海 箭 宝 来 青 吉 善

@ 庄 志 田 川 士 溪 木 宿 日 谷 川 田
〔 由良川 〕

日本海

影,) (6 6)

家
｢

瀬 穴 亀

4

3

2

0

〔 加勢蛇′ = 〕
日本海

三本杉 八反田
BOD

(唯/“ )

A

AA

ゆ 戸 沢 谷

上 八 三
伊 反 本
勢 田 杉

A

AA

〔 阿弥陀′ = 〕

日 本海

BOD

ぐ地/“ )

所 坊

子 領
原

〔 佐陀川 〕

日本毎

A

佐 吉 福

陀 長 万

A

AA

A

AA

表 6 2 経 年 変 化

水 域 名 地点名
B O D 年 平 均 値 (唯/ “ )

5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

蒲 生 i

塩 見 ′

河 内 i

勝 部 i

由 良 ′

加 勢 蛇 i

阿 弥 陀 i

佐 陀 !

I

I

I

l

I

l

l

-

3 地点 0 5~0 .6

0 6~ 1 .2

< 0 5~ 1 1

0 . 7~ 1 .4

0 .8~ 1 .8

0 7

0 8~ 1 .2

1 0~ 1 . 5

0 .6~0 . 7

0 .6~ 1 .2

0 .6 ~ 1 0

◆ 0 .8し2 .O

◆ 1 .4し 2 .O

0 .6し0 . 9

◇ 0 .6~0 . 9

0 0 9~ 1 . 2

0 7~0 9

0 . 8~ 1 .O

0 . 8~ 1 1

◆ 1 . 1 ~ 2 0

1 2~2 .O

0 7~0 . 8

0 6~ 0 . 7

0 8~ 1 . 1

◆ 1 .2~ 1 . 3

◆ 1 , 1 ~ 1 ,8

･ 1 1~ 2 , 3

1 0 ~ 1 6

1 . 2~2 , 1

0 6~0 .7

◆ 0 9~ 2 . 1

◆ 1 . 1 ~ 1 .6

0 . 9~ 1 .4

◆ 1 .4~2 . 1

D 1 , をし 1 , 7

◆ 1 3~ 2 . 1

D O . 9~2 .O

0 . 5~0 .6

D O .8~ 1 .O

D 1 .0~ 1 . l

◆ 1 0~ 1 . 9

1 .○~2 . 5

D O . 8~ 14

･ 1 0~3 9

◆ 1 8~3 0

◆ 0 6~ 1 . 1

0 8~0 9

0 9~ 1 . 1

一 7 1 -
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イ 柳 沼

げ) 湖 山 池

湖山池は 、 環境基隼の柳沼類型Aが定め られてい る が C O D ( 7 5 %値) は 6 7 ~ 7 1 mg

/ “ と 4 地点 と も環境基準に適合 してお ら す、 類型 C に相当 してい る 。 そ の他の項目 に つ いて

環境基準適合率をみる と 、 D 0 8 8 % 、 S S 2 1 % 、 大腸菌群数 6 9 % と な っ てい る 。 C O D

に ついて前年度の水質と 比較す る と 、 捌査地点に よ り 多少の差はあ る も ののほぼ同程度であ り 、

経年的に 見て も ほぼ同程度で推移 してい る 。 朝中央部 (上層 ) の金燐 (T - P ) は年に よ り 多

少の変動はあ る も のの同程度で推移 し てい る が 全窒素 (T - N ) は年に よ り 大き く 変動 して

い る 。

表 6 3 測 定 結 果

③ 青島 ①

地 点 番 号

及び地点名

測定

日数
pH

D O

mg/“

COD

(唯/“)

S S

伽g“)

大腸菌群数

(M P %o“)
艶唇
く唯/“ )

①布勢地先 1 2 7 9 9 2
5 . 9

( 6 9 )
1 6 6良登 浚 詫 m3 5 . 7

②堀越地先 1 2 8 .O 9 4
6 1

( 6 7 )
1 6 槌淑 1 。4 5 8

③中 央 部 1 2 7 9 9 2
6 0

( 7 1 )
1 気 7跳ぼ ! 1 o3 7 9

④松原地先 1 2 8 0 9 3
6 1

( 7 0 )
1 8 1三軒旻 亀 o3 5 .64 1 × 1 o 3 5 ‐6 商 。 1 2加

( ) 内 は 75 %値

C。D (最大~最,N直) ◇ルヴ) T-N T-p の経年変化 影易)
× 75 %値 中央部 (上層)

鬱?) ( 1 2)
1 0

8 C 1 .0 0 1

B5

3 A 05 0 05

、 、ト 、 、 、 、 、 、 、/′/
一一 T - N (全窒素)
--- - T - P (全 燐 )O

　 　 　
58 59 60

昭
和
57
年
度

昭
和
56
年
度

昭
和
55
年
度

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (喀/ “ )

5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

朝 山 他 4 地 点 4 5~4 9 ◆ 4 .9~ 5 .7 D 4 . 3~4 .8 ◆ 5 2~5 . 5 ◆ 5 6~7 9 5 9~ 6 1

表 6 4 経 年 変 化

- 7 2 -



“ ) 多鯰ケ池

多鯰ケ他は、 環境基隼の類型指定がな さ れてい な いが C O D ( 7 5 %値)で見る と3 (ン)3 3

聴/ “ と 柳沼類型B に相当 してい る 。

水質は、 他全体が平均 して若干汚濁 してお り 、 経年的に はほぼ同程度の水質で推移 してい る 。

硼内の 3 地点を平均 した全窒素及び全廃 (T - P ) に つ いてみ る と 前年度と ほ と ん ど変化は見

られな い 。

表 6 5 測 定 結 果
(測定地点図)

0 1 拗

地 点 番 号

及び地点名

測定

日数
pH

D O

ぐ醸し/“)

COD

G解し/“)

S S

彰の

大腸菌群数

浮P%。““ )
艶客
姻戚/“)

① 西 部 4 6 7 7 6
3 3

( 3 7 )
3

2 . 5 × 10

~5 . 1 × 10
3 5

② 東南部 4 6 8 9 . 4
3 0

( 3 1 )
3

1 . 8 × 10

~7 1 × 1 0
3 . 9

⑤ 北 部 4 6 7 8 8
3 1

( 3 1 )
3

2 8 × 10

~6 3 × 10
3 9

( ) 内 は 7 5 %値

T-N T-N ･ T-P の経年変化 TーP

Gg/“ ) 湖平均値 (上層 ) (唯その

0 . 1COD ( COD 最大~最小値) 1 .O
G鶏;/“ ) × 7 5 %値

0 .0 5B 05

一｢ T-N く全窒素)

十 一 T-P (金 燐)

西 東 北 0 昭 昭 昭 昭 昭 昭 0

　 　 　 　 　 　 　 　 　

昭
和
60
年
度

昭
和
59
年
度

表 6 6 経 年 変 化 震 震 鍾 優.
水 域 名 地 点 名

C O D 年 平 均 値 (mg/ “ )

5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

多 鯰 ケ 池 3 地 点 30 ~ 3 . 1 ･ 3 .6~3 .9 3 . 5~3 .9 0 3 .2~3 .4 ◆ 3 5~3 .9 3 .0~3 .3
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け ) 東 郷 池

東郷池は 、 柳沼類型Aが定め られてい る が、 C O D ( 7 5 %値) でみ る と 、 4 . 4 ~ 5 . 0 増/“

と 4 地点と も環境基準に適合 してお ら ず、 類型B相当 と汚濁 してい る 。 ま た 、 その他の項目 の

環境基準適合率は 、 D 0 8 1 % 、 S S 2 1 %及び大腸菌群数 6 9 % と な っ てい る 。

本湖の水質は 、 湖全体でほ と んど均三であ り 、 経年的に はほぼ同程度の水質で推移 してい る 。

ま た 、 中央部の 全窒素 (T - N ) 及び全燐 (T - P ) は共に 前年よ り 減少 してい る 。
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表 6 7 測 定 結 果
　

橋庫′ - 〆測定地点図 ) ;
下浅津

上錢座 ①

② ④ 松崎

東郷川

0 1 2 !拗

地 点 番 号
及び地点名

測定
日数

pH 孑9)鬱易診も)
大腸菌群数

(Mm%"“ )
59年度
C O D

(唯/“ )

啼 浅 尭 1 2 8 5 9 6
4 . 2

(4 . 4)
8

3 .0 × 1 0

~7 .3 × 1 0 3
4 6

②中 央 部 1 2 8 3 9 3
4 . 3

(4 .6 )
9

4 . 9 × 1 0

~9 8 x 1 0 3
4 .6

⑤野花地先 1 2 8 . 1 9 5
4 . 3

(5 0)
1 0

2 . 7 × 1 0

~ 9 2 x 1 0 3
4 .6

④松崎地先 1 2 8 . 5 9 5
4 2

(4 . 5)
9

1 .4 × 1 0

~2 .4 x 1 0 4
5 . 1

( ) 内 は 7 5 %値

( COD 最大~最小値) T - N T - P の経年変化
COD × 7 5 %値 T-N 中央部 (上層) TーP
鰹シノの ぐ鮨/“) 鯉!““)

、、、、、、、、、、 ノノノノノノノノ′ メL 、 、、、、、、、、、、、、
0 1

を

J･′ ~ ･.
0 05A 0 5

-- T - N (全窒素)
← ~‐ T - P (全 燐 )

1
-
1
I

/

0 丸
下 中 野 松
　 　 　 　
　 　 　 　 　
地 地 地
先 部 先 先

表 6 8 経 年 変 化

昭
和
60
年
度

昭
和
59
年
度

昭
和
58
年
度

昭
和
57
年
度

昭
和
56
年
度

昭
和
55
年
度

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (叩/“ )

5 る 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

東 郷 池 4 地 点 3 9~4 1 3 8~3 9 吟 4 .8~ 4 .9 ･ 5 . 1 ~ 5 4 D 4 6~4 . 7 4 . 2~4 3

は) 中 海

中怨ま硼沼類型Aの環境基隼が定め ら れてい る 。 鳥取県水域と つい て C O D ( 7 5 %値) で g
見る と 、 5 地点の う ち 、 境水道中央部 ( 2 2 聴/ “ ) 、 渡町地先、 ( 1 9 昭/ “ ) 、 ノi績き津町地

先 ( 2 . 4 唯/ “ ) 、 葭産地先 ( 2 7 噂/ “ ) の米子湾を除 く 4 地点で類型Aに適合 して い るが、

米 子湾中央部は 5 . 6 孵/ “ (類型 C相当) と 汚濁 して い る 。 他の項目の環境基準適合率を見 る

と 、 D 0 5 9 % 、 S S 3 5 % 、 大腸菌群数 8 2 % と な っ てい る 。

前年度の水質 との比較を C O D に つ いて見る と 、 良 く な っ てお り 、 ま た 、 経年的に 見て も近

年やや良 く な っ てきて い る 。

ま た 、 米子湾中央部の全窒素 (T - N ) 全廃 (T - P ) は 、 両方 と も 前年度よ り 増加 して

い る が 経年的に は大き な変化は な い。
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表 6 9 測 定 結 果
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<参考> 中海島根県水域の測定結果 (建没省及ひ島根県測定)

① ② ④
(大橋川 )

0 5 1α翔

地 点 番 号

及び地点名

測定

日数
PH

D O

彰“)

COD

“の

S S

ぐ円gン/“)
盤D度
ぐ興8/“)

①発樗盤 2 3 8 0 8 . 2
3 6

(4 4 )
8 4 . 4

②意東鼻地先 2 3 8 . 1 7 . 8
3 2

(4 . 1 )
6 4 . 4

③ 中海中央部 2 3 8 1 7 .4
3 3

(4 0 )
6 3 7

④脇対端 2 3 8 . 2 7 . 5
3 4

(4 2 )
6 4 .4

⑤安木港地先 2 3 8 3 7 9
3 7

(4 6)
6 4 3

( ) 内 は 7 5 %値

<参考> 諏訪湖、 霞ヶ浦、 琵琶湖及び児島朝の環境基隼のあてはめ並びに 水質汚濁の状况との比較 ←

水域名
都道
府県

類 型
指 定
年月 日

指 定 類 型

達 成 期 間

C O D測定値 (唯/ “ ) : 平均値

湖沼
類型

C O D 測定箇所 顕年震 題年震 罷年震

諏訪湖

霞ケ浦

琵琶観
(北朝)

(南柳)

児島湖

硼山他

東郷池

中 海

長野

茨城

滋賀

岡山

鳥取

46 5 2 5

47 1 1 . 6

47 4 6

46 5 25

46 9 1 4

47 . 1 0 . 3 1

A

A

A A

B

A

3昭/“以下

3昭/“ 以下

画g/“ 以下

5瓣g/“ 以下

3昭/“ 以下

5 年を越え る 期間
で可及的速やかに

5 年を越え る 期間
で可及的速やかに

直ち に達成

5 年を越え る 期間
で可及的速やかに

5 年以内

柳 心

北 硼

養護
観 心

境 水 道
中 央 部

米 子 湾
中 央 部

5 2

( 4 9 )

9 7

( 1 1 )

1 9

( 2 . 2 )

2 .6

( 3 0 )

8 9

( 9 ･8 )

4 3

( 5 .0 )

4 .8

( 5 .5 )

2 1

( 2 . 3 )

5 1

( 5 . 5 )

5 . 5

( 9 4 )

8 2

( 9 2 )

1 .8

( 2 . 2 )

2 . 4

( 2 6 )

1 0

( 1 0 )

5 3

( 6 0 )

5 . 1

( 6 0 )

2 . 3

( 2 9 )

4 9

( 5 5 )

6 6

( 8 1 )

8 8

““ )

2 0

( 2 ･ 5 )

2 . 6

( 3 0 )

1 1

( 1 1 )

7 9

( 7 4 )

4 . 6

( 5 . 3 )

2 4

( 2 8 )

4 . 7

( 5 1 )

( ) 内 は 7 5 %値

ウ 海 域

げ) 美 保 湾

美保湾の う ち 、 境港外港港湾。十画水域 (地点番号② ) は 、 海域類型B 、 そ の他の水域は類型

Aの基隼が定め られてい る 。 水質の状況を C O D ( 7 5 %値) で 見る と 、 全ての地点で環境基

- 7 6 -



凖に適合 してお り 、 そ の ほかの項 目 の環境基準適合率をみ る と 、 類型Aをあてはめてい る 水域

でD 0 6 9 % 、 大腸菌群数 9 0 % と な っ てい る 以外はすべて 1 0 0 % の適合率であ る 。 ま た 、

本水域では油分はすへて不検出であ る 。

水質の変化を 見る と 、 前年度に比べすべての地点で若干良 く な っ てお り 、 経年的にみ る と 同

程度の水質で推移 してい る 。

表 7 1 測定結果

1ー
,.-

!--
4

‘′
"
-
‘
'

--r
ノ
ーt

'1ー
'
1
f
}

I
-
-
!-
-
十

ア
ー
ー亀!
-
-
ー
も
I1‐ふ

‐-
I
I
I
1
I

‐}
‘-I
し
!

r
!1

I}
I
I

I1-ト、
ト
ム

ヘ
ト

@ 1 ･0
U

( C O D 最大~最小値)
× 7 5 %値
へ 0 5 未満

COD

(唯/の

ま ま 対 A
地

審 ① ② ③ ④ ⑥ ⑥ ⑦ ⑧
号

表 7 2 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

b b 年度 や 6 年度 b 7 年度 弱 年度 。 9 年度 6 0 年度
天 保 湾 8 地 点 1 2~ 2 2 1 つ~ 2 4 ! D o 8~ 1 b o 9~ 1 9 ◆ 1 4~盪D 0 9~ b

凋 査 地 点 番 号

及 び 地 点 名

指定

類型

測定

日数
pH

D O

き昭/“)

COD

震ン/の

大 腸 菌 群 数

(M P N/ 100 栩“)

油分

ぐ興gン/“ )
墾奪D度
ぐ興し/“ )

① 境讓鸚翳鑑 A 1 2 8 . 4 8 1
1 5

( 1 6 )
< 1 8 ~ 2 5 x l 03 N D 2 2

② 境港市福繋艶,.
③境港市福定町地先

東方 4 0 km

B 1 2 8 3 7 6
1 1

( 1 1 )
1 9 ~ 3 7 x 1 0 3 N D 1 6

l

A 1 2 8 3 7 5
0 . 9

( 1 1 )
く 1 8 ~ 1 8 x 1 03 N D 1 6

④ 米子市大鰹彎艶 A 1 2 8 . 3 7 9
1 0

( 1 .4)
< 1 8 ~ 6 6 x l O N D 1 . 4

⑤ 米子市皆生地仮 '■ A 1 2 8 3 8 1
0 9

( 1 .0 )
< 1 8 ~ 6 5 x 1 0 2 N D 1 5

⑥ 日 野川 l何鰐馬 .“ A 1 2 8 3 8 . 2
1 1

( 1 3 )
< 1 .8 ~ 8 0 x 1 0 3 N D 1 7

⑦ 日野川 I鯉霧観 ,“ A 1 2 8 . 3 8 1
1 .3

( 1 . 5 )
< 1 8 ~ 1 4 x l 0 3 N D 1 6

⑧ 碇江町佐陀地巷掬 A 1 2 8 2 8 .O
1 . 3

( 1 5)
1 9 ~ 1 . 3 x 1 0 3 N D 1 6

) 内 は 7 5 %値 N D 検出 さ れす

く測定地点図)

＼ /~ ＼ゞへ句＼う 米子市 日野　 　 　

4 0

3 0 B ゼミ @

2 0
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(" 日 本海沿岸海域

日本海沿岸海域は 、 海域類型Aの環境基隼が定め られてい る 。 水質測定は 、 距岸 1 kmの &地

点で行っ たが 、 8 地点の C O D ( 7 5 %値) は 0 7 ~ 1 2 mg/ “ ですべて環境基準に適合 して

い る 。 ま た 、 本海域では油分 も不噸ミ出であ り 、 清浄な水質を維持 して い る 。

昭和 6 0 年度に開設 さ れた 1 8 海水浴場に つ いて見る と 、 全海水浴場に ついて各 3 回すつ水

質搦査を行っ た結果、 透明度 1 m 以上、 C O D 2 . 0 唯/ “ 以下、 ふん便性大腸菌群数 1 0 0 個

/ 1 0 0 秘以下、 油分N D と すべて ｢鳥取県海水浴場整備促進要綱｣ で定め る 水質基準に適合

してお り 、 環境庁の海水浴場判定基準の ｢快適｣ フ ン ク の水質 と な っ てい る 。

表 7 3 測 定 結 果

捌 査 地 点 名
指定

類型

測定

日 数
pH

D O

ぐ鼬g/“ )

C O D

(唯/ “ )

大 腸 菌 群 数

(M P N/ 100 粃“)

油分

彰“)

昭和59年度
C O D

(唯/ “ )

岩美町浦富地先
1 o km

A 3 8 . 2 7 5 0 7 (0 9 ) < 1 8 ~ 20 N D 0 9

福部村場山地先
1 . o km

A 守 8 2 7 3 0 . 6 (0 7 ) < 1 8 ~ 7 8 N D 0 5

鳥取市堀越地先
1 . o km

A 3 8 1 7 3 0 6 (0 8 ) < 1 .8 ~ 20 N D 0 . 7

気高町八幡地先
1 o km

A 3 8 2 7 4 0 8 ( 1 2 ) < 1 . 8 ~ 4 5 N D 0 5

泊 村 油 地 先
1 . o km

A 3 8 .2 7 4 0 6 (0 7) < 1 8 ~ 20 N D 0 .8

北条町松神地先
1 . o km

A 今 8 2 7 4 0 6 (0 7 ) < 1 8 ~ 2 . 2 x l 0 2 N D 0 7

大栄町大谷地先
1 . o km

A 彗 8 . 2 7 5 0 .6 (0 7 ) < 1 .8 ~ 6 8 N D 0 . 7

中山町御崎地先
1 . o km

A 3 8 2 7 5 0 6 (0 . 7 ) < 1 8 ~ 7 8 N D 0 6

( ) 内 は 7 5 %値 N D 検出 さ れず ←

表 7 4 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (唯/ “ )

5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度

日 本 海 沿 岸 8 地 点 0 7~ 1 .4 0 . 8~ 1 .4 0 7~ 1 .0 0 6 ~ 1 0 0 5~ 0 8 0 6 ~ 0 8

- 7 8 -



表75 海水浴場水質凋査結果

′
-
、
1
【
‘
1【

【‘":'-
‐
｣
r
-
l
1
1
【
i
l
1
1

◆
ク
ーI

JI
1
r

&
r
l

I1
l

･‘
l
-1I

1
I

.
-

▼1
I

1
-
1

rtr
i

l-
--
◆
‘
‘
く
l

】
も

海 水 浴 場 名
採 水

地点数

採 水

回 数

測 定 項 目

透明度

(m)
P H

C OD

(唯“ )

油 分

く叱/の

ふん便衾勘増羅菌-繊麗

(個 /1 00 四の

東 浜 海 水 浴 場

羽 尾 海 水 浴 場

牧 谷 海 水 浴 場

浦 富 海 水 浴 場

大 谷 海 水 浴 場

岩 戸 海 水 浴 場

砂 丘 海 水 浴 場

賀 露 海 水 浴 場

白 兎 海 水 浴 場

小 沢 見 海 水 浴 場

水 尻 海 水 浴 場

浜 村 海 水 浴 場

浜村西海岸海水浴場

青 谷 海 水 浴 場

井 手 海 水 浴 場

水 無 瀬 海 水 浴 場

小 浜 海 水 浴 場

石 脇 海 水 浴 場

宇 谷 海 水 浴 場

羽 合 海 水 浴 場

八 橋 海 水 浴 場

皆生温泉海水浴 場

6

3

3

5

開設せず

3

3

3

4

2

2

3

開設せず

2

4

開設せず

開設せず

3

3

3

3

2

Q̂J)"""一(QJ""""""一(QJ)"一一̂QU
> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> l

> l

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

8 2()8 3

8 . 2 ()8 . 3

8 2()8 3

8 2()8 3

8 2()8 3

8 2()8 3

8 2()8 . 3

8 2()8 3

8 . 2()8 3

8 2 ()8 3

8 2

8 2

8 2()8 3

8 2()8 3

8 2()8 . 3

8 2()8 3

8 2()8 3

8 . 1 ()8 . 2

0 .8 ()1 . 4

1 . 1 () 1 .5

0 7() 1 . 1

0 . 7() 1 . 1

0 9() 1 .4

0 8() 1 3

0 6()0 . 9

0 . 9 ()1 . O

0 9()1 . 3

1 . 0() 1 .4

0 . 7()1 . 0

0 . 6^)1 . 3

0 . 6^)1 1

0 .8() 1 . O

0 .8()1 .4

0 . 7() 1 .4

1 . 0() 1 2

1 .5~2 . O

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

1

N D~ 1

N D

N D ~ 1

N D ~ 5

N D ~ 1

N D ~ 3

N D ~ 9

N D ~ 1 7

1 ~ 19

1 ~ 3

N D ~ 2

N D ~ 2

N D ~ 65

N D ~ 5 1

1 ~ 6

5 ~ 60

N D ~ 7

ゆ N D 検出さ れず
( 日 本侮沿岸海域測定地点図 ) 湯 箸

　 　 　　 　 　 　 　o 大 鼈讓

　 　　　　　　　　　　
岸 代

川

人
神
川
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第 2 節 水質汚濁 防止対策

環境基準の あてはめ

水質汚濁に係 る環境基隼は昭和45年 4 月 2 1 日 に閣議決定さ れた 。 こ の環境基準は 、 人の健康保護に

関す る環境基準 と生活環境の保全に関する環境基準か ら な っ てい る 。

人の健康の保護に関する環境基隼は 、 全公共用水域に三律に適用 され 、 かつ、 直ち に達成維持す る

も の と さ れてい る 。

生活環境の保全に関する環境基準は 、 河川 、 湖沼 、 海域ご と に利用 目的に応 じ て知事があてはめ る

こ と と されてお り 、 県下の公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日野川 、 湖山池 、 東郷池 、 中海 、 美保

湾及ひ 日本海沿岸海域について 、 表76の と お り 水質汚濁に係る環境基準の水域類型のあてはめを行い

これを水質保全行政の 目標と して いる 。

表76 主要水域の環境基準

水 域 名
告 示

年月 日
類 型

環境基準の

達 成 期 間

基 準 値

P H B O D C O D S S D O
大 腸 菌
群 数

油 分

千代川上流 (有富川
との合流点から上流)

天神川上流 (小鴨川
との合流点から上流り

日野川上流 ( 日野橋
か ら上流)

昭和

46 9 1 4

贓懲懲
河 直ち に達成

する 。

6 5 (一 8 5

噂“

1 以下

唯“ 鰓“

25以下

叱“
7 5以上
爛れ鯛

50 以下

;
千代訓 !下流 (有富川
との合流点の〕 ら下流 )

天神川下流 (小鴨川
との合流点から下流 )

日野川下流 ( 日野橋
か ら 下流)

第 9 1 4 河川 A

" A

" A

直 ち に達成

する 。

6 5()8 5 2 以下 25以下 7 5以上 1 000 以下

湖山池全域

東郷池全域

斐伊川水系の中海及
ひ境水道

46 9 1 4

47 1 0 3 1

湖沼 A

" A

" A

5 年以内て

可及的すみ

やかに達成

す る 。

6 5~8 5 3以下 5 以下 7 5以上 1 000 以下

美保湾 ( 。十画港湾施

長内の海域)

美保湾 (そ の他の海
域)

鳥取県地先海域 (美
保湾を除 く )

48 3 20

48 3 30

海域 B

" A

A

直ち に達成
する 。

5 年以内で

可及的すみ

やかに達成

する 。

直ちに達成

する 。

7 8~8 3

7 8~8 3

3 以下

2以下

5以上

7 5以上 1 ,000 以下

検出 さ れ

な い こと 。

検出 さ れ

な いこ と 。

←
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2 環境基準達成のための施策

環境基準の類型あてはめを行 っ た水域の う ち 、 美保湾及び特に水質の改善が見 られない湖山池、 東

郷池 、 中海につい て 、 環境基準を可及的速やかに達成、 維持する ための各種の施策を推進 してい る 。

な お、 中海については、 昭和58年 1 2月 に ｢中海水質管理。十画 ｣ を策定 し、 総合的な対策を実施 している 。
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表77 湖山池、 東郷池、 中毎及ひ美保湾の環境基準達成のための施策

施 策 の 名 称
対 象 水 域

朝山池 東郷池 中 海 美保湾

公共下水道の整備促進

工場 ･ 事業場の排水規制強化

家畜の飼養施没の適正な維持管理の強化

し尿処理施設、 し尿浄化槽等の適正管理の指導

清掃事業の強化

柳沼 、 河川 の整備推進

浄化用水の導入

栄養塩類等に関する 圏査研究

合成洗剤の使用合理化指導

家庭雑排水浄化対策の啓 も う

底泥の除去 0000000〇 00000000〇 0000○○0000〇 00000〇
表78 昭和60年度事業実績 (鳥取県公害対策審議会資料に よ る )

事 業 名 事 業 費 G円) 事 業 内 容

下水道の整備
天神川流域下水道

倉吉市公共下水道

羽合町公共下水道

東郷町公共下水道

米子市公共下水道

(内浜青木処理区)

境港市公共下水道

2 , 1 4 0 , 6 3 0

7 2 8 , 6 0 0

2 9 3 , 0 0 0

4 1 1 , 5 0 0

6 6 4 , 8 0 0

5 4 4 0 0 0

管き ょ 延長増 約 3 8 km

約 4 2 km

約 1 4 km

約 1 . 7 km

約 1 . 2 km

約 0 2 km 下水処理場実施設。十

工場、 事業場の排水対策 84 0
柳沼周辺の特定事業場に対 し 、 水質汚濁防止法及び鳥取県

公害防止条例に基づ く 立入検査及び排水処理指導の実施

し 尿 浄 化 槽 、

家 畜 飼 養 施 設 対策

1 6 5

5 5 0

湖沼周辺の し尿浄化槽立入検査、 管理指導の実施

畜産経営者に対する環境保全技術の普及浸透

生 活 雑 排 水 対 策

8 2 8

5 , 0 6 7

有 j ン合成洗剤の使用 自粛を含む洗剤の適正使用等生活雑

排水についての啓発及ひ ダス ト バ ッ グ等簡易処理の効果に

ついて基礎圏査の実施。

合成洗剤 、 粉石鹸の価格需給動向凋査の実施 (合成洗剤は

ほ と んど無 J ン合成洗剤 と な っ てい る )
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事 業 名 事 業 費 住の 事 業 内 容

底泥の除去対策
中 海 浄 化 事 業

東郷池浄化対策工事

湖山池浄化対策工事

5 4 7 , 0 0 0

1 0 2 , 0 0 0

1 3 5 , 0 0 0

湖岸堤 (ヘ ド ロ 捨場護岸) の建設、 底泥凌轢 25 , 00o m3

(進捗率 容積ベ ース 6 % )

底泥浚深 16 ,000 鯖 (進捗率 面積ベ ース 72 % )

底泥浚轢 32 ,00o m3 (進捗率 面積ベ ース 1 6 % )

3 水質汚濁規制

ァ 排水規制

排水規制につい ては水質汚濁防止法、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例に よ る規制を行 っ てい

る 。 水質汚濁防止法によ る規制は93種類の事業場 (特定事業場と い う り を対象と し 、 1 日 の平均的

な排出水の量が50nF以上の特定事業場を 、 ま た上乗せ条例に よ る 規制は 、 中海、 美保湾流域 (米子

市、 境港市、 日 吉津村) を適用区域 と し 、 1 日 の平均的な排出水の量か25旙以上の特定事業場を規

制対象と してい る 。 ←
水質汚濁防止法に よ る排水基準は、 有害物質に関する も の及び生活環境に関する項目 と もすべて

総理府令で定め る一律基準 ( BOD又は COD 平均 1 20 鯉“ 、 最大 1鋤噂“ 、 S S 平均 1 50 鰭“、

最大 200 鰭“ 等) を適用 してい る 。 ただ し 、 美保湾海域への流入汚濁負荷量の大き な割合を し めて

い るパルプ工場に対 しては 、 昭和52年 3 月 20 日 か ら 、 よ り 厳 しい基準と して上乗せ条例に よ る排水

基準 ( BOD 及び COD 平均 90雌“ 、 最大 1 20鰭彬 S S . 平均 50 □噂"、 最大 60 n噂“ ) を適用 してい

る 。

な お 、 水質汚濁防止法の一部改正によ っ て柳沼の富栄養化を防止する ため 、 富栄養化 し やすい湖

沼 (環境庁長官が定め る 柳沼 ) 及び こ れに流入する 公共用水域に排出する特定事業場に対 し ては 、

昭和60年 7 月 15 日 か ら窒素及ひ リ ンに係る排水基準 (窒素 平均 60増“ 、 最大 120増“ 、 燐 ･ 平均

8 喀“ 、 最大 1 6 n喝%" 〕 が適用 さ れ る こ と と な っ たが 県内の該当湖沼は表80の と おり であ る 。

鳥取県公害防止条例に よ る規制は 、 1 日 の平均的な排出水の量が50誣以上の集団給食施設につい

ては P H 、 B O D又は C O D 、 S S 、 大腸菌群数を規制項目 と し 、 ド フ ム缶更生業 、 車両洗浄施設 ←
(鉄道業、 自動車整備業、 ガ ソ リ ン ス プ ー シ ョ ン等) については油分を規制項目 と して昭和47年 4

月 1 日か ら規制を行っ てお り こ れに対する排水基準は、 同条例に よ る排水基準を適用 してい る 。
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表79 水質汚濁防止法の排水基準 (昭和46年総理府令第35号)

□ ) 有害物質に係る基準

種 類 許 容 限 度

カ ド ミ ウ ム 及びそ の化合物

シア ン化合物

有機 j ン化合物

(パ フ チ オ ン 、 メ チ ルパ フ チ オ ン 、 メ チル ジ メ

ト ン及ひ E P N に限る )

鉛及びそ の化合物

六価 ク ロ ム化合物

ヒ素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

ア ルキル水銀化合物

P C B

カ ド ミ ウ ム 0 . 1 咀 /“

シア ン 1 唯 /“

1 唯 /“

鉛 1 叱 /“

六価ク ロ ム 0 . 5 旺 /“

ヒ素 0 . 5 唯 /“

水銀 0 . 0 0 5 旺 /“

検出 さ れない こ と

0 0 0 3 峨 /“

◆

( 2 ) 生活環境項目 に係る 基準

種 類 許 容 限 度

水素イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔BOD 〕 (旺/“ )

化学的酸素要求量 〔 COD 〕 ( " )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( " )

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

(鉱油類含有量)

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

(動植物油脂類含有量)

フ ェ ノ ール類含有量 ( " )

銅含有量 ( " )

亜鉛含有量 ( " )

溶解性鉄含有量 ( " )

溶解性マ ンガ ン含有量 ( " )

ク ロ ム含有量 ( " )

フ ソ ソ 含有量 ( " )

大腸菌群数 ( l c爵に つき 個 )

窒素含有量 (旺/の

隣含有量 ( )

5 8 ~ 8 6 (海域以外の水域)

5 0 ~ 9 .0 (海域)

1 6 0 ( 日 間平均 120 ) (海域及び湖沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 120 ) (海域及び湖沼)

2 0 0 ( 日 間平均 150 )

5

3 0

5

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日 間平均 3, 000

n / [ m舒折 ぬn、 /環境庁長官が定め る 湖沼及 、
V 、 ] 回す噂 Wノ 、びこれに流入する公共用水域/

1 6 ( 日 間平均 8 ) ( " )
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表80 環境庁長官が定め る柳沼

( 1 ) 窒素に係る排水基準適用対象湖沼

朝山他、 中海、 東郷池

( 2 ) 燐に係 る排水基準適用対象柳沼

朝山他、 多鯰ケ他 、 中海、 池の谷た め池、 佐治川 ダ ム貯水池、 東郷池、 中津ダ ム貯水池 、 菅

沢ダ ム貯水池 (日 南柳 ) 鶏の他 、 俣野川 ダ ム貯水池

表81 上乗せ条例の排水基準 (パルプ製造業及び木材化学工業に係 る も の )

(昭和48年鳥取県条例第40号 )

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔BOD 〕 (旺/“ )

化学的酸素要求量 〔 COD 〕 ( )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( )

ノ ル マルヘ キサ ン抽出物質含有量 ( )

(鉱油類含有量)

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( )

(動植物油脂類含有量)

大腸菌群数 ( 1 c鮮に つき 個)

5 .8 ~ 8 6 (海域以外の水域 )

5 .0 ~ 9 .0 (海域)

1 2 0 ( 日 間平均 90 )

1 2 0 ( 日 間平均 90 )

6 0 ( 日 間平均 50 )

5

3 0

日 間平均 3 , 000

表82 鳥取県公害防止条例の排水基隼 (昭和46年鳥取県条例第35号)

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔 BOD 〕 (噂/“ )

化学的酸素要求量 〔 COD 〕 ( )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( )

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( )

(鉱油類含有量)

大腸菌群数 ( 1 c歴に つき 個)

5 8 ~ 8 6 (海域以外の水域)

5 . 0 ~ 9 . 0 (海域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び柳沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び柳沼)

2 0 0 ( 日 間平均 1 50 )

2 0

日 間平均 3 000

イ 監視 、 指導状況

水質汚濁の発生源であ る工場、 事業場についてみ る と 、 水質汚濁防止法で届出が義務付け られ

た特定事業場は 2 , 1 6 1 事業場であ り 、 こ の う ち排出水の B O D又は C O D 等の項目 が規制さ れる

特定事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の量が50m3以上 (米子市 、 境港市、 日 吉津村においては 1 日
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の平均的な排出水の量が25脛以上) 〕 は 278 事業場であ る 。

鳥取県公害防止条例で届出が義務付け られた汚水関係特定事業場は 663 事業場で 、 こ の う ち排

水基準の適用を受け る汚水関係特定事業場は 1 1事業場であ る 。

昭和60年度の水質汚濁防止法及び ,鳥取県公害防止条例に よ る 工場、 事業場の指導状況を見る と 、

立入検査事業場は延 947 件であ り 、 こ の う ち排出水調査事業場延 71 1 件の う ち 、 排水基準に違反

し てい た事業場及び違反のおそれのあ る事業場に対 し 、 延5 1件の文書に よ る 改善指導を行っ た 。

な お 、 こ れ ら の う ち 、 4 事業場については水質汚濁防止法違反 @E水基準違反) 事業場と して 、

新聞等に公表 した 。

7
I
J
J
T

"I
r
l
1
,

JI
十
も
｢

Il
l
1

I
も
し
｢
,

II
I
ミ

ー1
I
I
-

‘
r

‘1
l

･l
l‘
▼
+
I
l
I
II

･ノ
ー
J

l事
I

I1
7
I
1
l

lf
r
r
7

-}
‐‘
I

1
｣
‘
1
I

-
T
j

!
!

÷
f

t
l
r

r

溥

表83 水質汚濁防止法の特定事業場一覧表
(昭和6 1年 3 月 3 1 日 現在)

保健所名

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即“;′/住]以上 届出 50鰺信]以上 届出 50“ヲ白以上 届出 50鰺/白以上 50“ツ白未満滋“;//官]以上 届出 即妙/日以上 届出 50"ラ日以上 即ベリノノ臼未満25ペリノノ鴬]以上
1 - 2 家 畜 飼 養 施 設 24 ずl▲ 28 46 1 8 1･I- 6 1 22 2

2 畜 産 食 料 品 製 造 業 6 4 7 8 4 9 6 2 32 1 4

3 水 産 食料 品 製 造 業 41 2 1 6 4 74 20 1 3 1 3 1 26 13

4 甕 菜鮑 暑 実製の造保葉 2 2 4 1 3 4 1-I- 2 25 3

5 萎 そ酢‐ 醤等油製 造-柔 1 0 2 1 3 2 1 セー-- 2 48 ず･■｣

8 套 ン あ菓礎製 造棗 “‐'｣ 7 ｣1l- 3 114 ｣1■‘▲ 1 1 2 1-I-

9 米 菓 製 造 業 也1▲ 2 3

10 飲 料 製 造 業 5 1 1 18 1 16 1 3 53 1 1

1 1 薯 鼾涌銅邊造業 6 5 6 5

1 2 動 植 物 油 脂 製 造業 ･II▲ 3 1 4 1

1 6 め ん 類 製 造 業 3 2 1 0 7 1 23

1 7 豆 腐 ･ 煮 豆 製 造 業 31 1■I▲ 33 50 32 2 1 6 1 52 3 1

1 8 - 3 た ば こ 製 造業 2 2 2 2

灼 頸 績 業 遷繊 維 製 藥 ･1114 ｣1I- 7 2 5 1 3 3

2 1 - 3 合 板 製 造 業 4 2 2 6 2

22 木 材 薬 品 処 理 案 1 l

芻 ノ坐 を品プ 製紙 凄饗 35 8 22 4 1 1 1 59 1 3

23 - 2 鞆讓 襄嬢棄 5 4 1 3 1 23
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範

保健所名

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即鰺/□]以上 届出 即ベツ句]以上 届出 50穆/日以上 届出 即““/白以上 即夢白未満25穆/日以上 届出 麹夢/日以上 届出 即ベツ台以上 囚夢信]未満籤ヲ日以上
27 錮 機 化 学造工 業 製 異 ･■■'"▲ ｣1I-

鮑 復 機 化 学造工業 製 累 ｣1-I- 414 2

5 1 - 3 ゴ ム 製 品製造業 悼･I.“ J1･I“ 11 1I▲

54 セ メ ン ト 製品 製造業 9 8 9 8 ぎ 3 37 i
55 生 コ ン ク j ー ト 製造業 4 4 5 7 ･II▲ 妙 2 22 ‘II▲ 0 1

57 人造黒鉛電極製造業 “14 ｣1I-

59 砕 石 業 2 ｣1･I- 5 ｣1I- 2 2 6 3 1 7 5

60 砂 利 採 取 業 ･II“ '■'▲ 1･I- 2 4 ･II▲

61 鉄 鋼 業 “■‐-兵 1I- 2 ･II▲ 3 2

64 ガ ス 供 給 業 T1“ ｣1I▲ ｣1I4 増II▲

65 雫 斉 装 孟莚 逢 滝 褻 6 4 3 2 2 丁I▲ = 6 イ.･Iユ

66 電 気 メ ソ キ 施 設 3 4"■I▲ 1 4 1

66 - 2 旅 館 業 360 1 9 50 208 37 1 93 27 2 6 1 1 872 84 2

67 洗 た く 業 44 1 4 49 69 1 1 6 1 82 1 1

68 写 真 現 像 業 3 2 5 8 1 18 1

68 - 2 病 院 2 2 ll 2 2

69 と 畜 業 1 1 1 1 2 2

69 - 3 地 方 卸 売 市 場 ･11 ｣14 -- 1 1 2 2

70 廃 油 処 理 施 設 II 1 1

わ - 2 自動車分解整備案 3 2 - 1 6

7 1 自 動式車輌洗浄施設 37J 4 22 1 62 3 6 1 3 1 4

71 - 2 試 験 研究機関等 13 ‘■■｣ 5 1 6 3 1 5 2 3 4 53 6 3

7 1 - 3 『翹難廃棄物蟯法腕殺 5 3 - 4 1 2

72 し 尿 処 理 施 没 13 1 0 aII▲ 8 8 29 26 2 1 1 52 45 2

73 下水道終末処理施長 2 2 1 l 3 3 6 6

覆 蟻受業麓競襄 111 -- 3 3

ヤ

4 3

合 。十 676 63 205 5 538 66 630 1 1 0 29 1 1 2 5 2 , 1鋭 249 29

困 中海 . 美保湾水域 (米子市、 境港市 、 日吉津村) は上乗せ条例の制定に よ り 排水量25祷り 日以
上が規制の対象と な ってい る 。

- 8 6 -



表84 鳥取県公害防止条例の汚水関係特定事業場一覧表 (昭和6 1年 3 月 3 1 日現在)

.≦
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即岼/日以上 届出 即歴/日以上
届

出

ヲ
日

彦4

届

出

50
m3

日

以
上

届

出

50
m3

日

以

上

届

出

拶
日

堅
1 集団給食施 没 14 ずI- 9 1 5 5 2 1 3 3 62 9

2 ト フ ム缶更生業 1 1

3 車 輌 洗浄施設 1 48 1■‐■▲ 68 1 9 1 1 44 1 49 600 2

合 。十 1 62 2 77 206 5 1 66 4 52 663 1 1

表85 事業場に対する立入検査、 改善指導状況。
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Jー
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斗

亀L
P
ー
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ヴ
ル
T

溥 o水質汚獨防止法適用事業場 o鳥取県公害腕彪条例適用事業場
立入検査
事 業 場
延 件 数

排出水凋
査事業場
延 件 数

違 反
事 業 場
延 件 数

改善指導

延 件 数

改 善
命令
件 数

34 2 8 O 2 0

立入検査
事 業 場
延 件 数

排出水圏
査事業場
延 件 数

違 反
事 業 場
延 件 数

改善指導

延 件 数

改 善
命 令
件数

9 1 3 6 8 3 4 4 9 0

国 改善指導延件数は文書で指導を行っ た件数

o違反事業場の違反内容

業 種 件数

違 反 項 目

業 種 件数

違 反 項 目

一 般 項 目一 般 項 目

BOD 油分 奈蝋 BOD 油分 奈腸嬢
水産食料品製造業 T■』 .･I･4 旅 館 業 2 2 2

酸又はアルカ j によ
る 表 面 処理 施設

T■』 す■‐-▲ 。十 4 3 1 2

嚏 4 下水道の整備
下水道は 、 住みよ い都市づ く り のた めに欠 く こ と のでき な い基盤施設であ る が、 あわせて良好な水

質環境の回復、 保全のために大き な役割を果た してお り 、 特に 、 有効な対策が乏 し い う え 、 公共用水

域の汚濁要因と な っ てい る 生活排水対策の切 り 札 と し て、 その重要性が一段と増 し てき てい る 。

ァ 公共下水道

県内の公共下水道は 、 各市町村が管理する単独公共下水道 と 、 流域下水道 (県が管理) に接続 し

て処理する流域関連公共下水道があ る 。

こ れ ら の公共下水道の整備状況は表86の と お り であ り 下水道の普及率は全国の約36%に対 し 、

本県では 14 1 % と か な り 遅れてい る
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表86 公共下水道の整備状況

区分 市町村名
。十画決定

年 月 日

。十画決定
処理面積

( ha )

。十画区域内
処 理 人 口

(人)

供用開始

年 月 日

昭 和 6 0 年度末整備状況

行政区域内
人 口A)※ (刃

処理可能
面積(ha)

処理可能
人口(B IN

普及率
(膨A) (%

公共下水道単独
鳥 取 市 32 . 9 27 1 795 1 27 698 43 1 1 1 2 1 3 7 ,43 7 732 56 , 900 41 4

米 子 市 44 4 . 23 2 , 097 95 , 985 49 10 1 1 3 1 967 304 23 ,790 1 8 0

境 港 市 58 8 19 563 26 , 200

大 山 町 ( 58 1 1 2 1 ) 20 1 0 , 000

日 吉津村 59 . 9 . = 48 1 , 700

公共下水道流域関連
倉 吉 市 52 2 25 1 , 042 4 1 , 080 59 1 20 52 ,4 1 2 l 1 6 3 ,9 1 4 7 5

羽 合 町 52 8 3 30 1 5 , 42 0 59 . 1 20 6 980 28 1 , 277 1 8 3

東 郷 町 52 . 8 2 1 50 3 1 70 59 1 20 7 1 08 28 900 1 2 7

三 朝 町 56 8 1 1 1 35 3 650

関 金 町 56 8 1 1 46 1 800

北 条 町 ( 60 2 1 ) 5 1 . 7 2 , 600

。十 6 , 24鱒 7 3 1 9 303 6 1 6 , 448 1 208 86 78 1 14 1

困 ※印は 61 . 2 1 県統 。縞課推。十 八 口 。 ( ) 内は下水道事業。十画認可年月 日

イ 流域下水道

流域下水道は 、 特定の水域の水質環境を保全す る ため 、 当該流域内の市町村の公共下水道によ る

下水を受けて 、 こ れ ら の下水を効率的に処理する施没であ る 。

県では 、 天神川 、 東郷池等天神川関連流域の水質保全を はか る ため 、 当該流域の下水道整備総合

。十 画を策定 し 、 こ れに も と づいて昭和49年に天神川流域下水道事業。十画を決定、 事業に着手している 。

こ の事業の概要は次の と お り であ り 昭和59年 1 月 か ら二部が供用開始さ れた 。

表87 天神川流域下水道事業概要

o処理区域面積 人口 汚水量

区 分 単 位 倉吉市 羽 合町 東郷町 三朝町 関金 町 北条町 合 。十

予定処理区域 ha
q 342 . 1 )
1 250 0

(357 . 3 )
357 3

(239 0 )
239 . 0

( 1 鵠 3)
1 34 6

( 53 の
53 8

(80 の
51 . 7

( 2 ,256 5)
2 086 . 4

予定処理人口 人
@9 .800)
43 , 200

(5 9 1 0 )

5 , 9 1 0

(4 730 )
4 730

(5 , 060 )
3 , 630

( 1 , 900 )
1 900

(4 , 800)
2 ,600

(72 , 200)
6 1 970

汚 水 量
(日 最 大)

岼/ 日 捌口 76 30 ,868 1 5 , 705 1 7 , 368 3 , 682 ー 6 ,悠8 1 58 287

※ ( ) 内 は全体。十画の区域及び その人口 、 ( ) 外は都市。十画決定及び下水道事業。十画認可の

区域及ひ人口を示す。
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o施設概要 春一水道事業。十画認可)

名 称 管 径 延 長 名 称 敷地 積 処理方式 処理能力 予定水質

倉 吉 幹 線

東郷羽合幹線

三 朝 幹 線

中 江 幹 線

合 。十

mソm
2 000 ()450

1 , 1 00()900

900

1 , 1 00 ()
1 000

1 8 702

2 720

4 , 958

1 , 995

28 ,375

天神浄化

セ ン タ ー
約 1 2 .88 h a

標準

活性汚泥法

鯖/ 日
160 ,000

噂“

流入下水
BOD 150

S S 1 5 0

放流水
BOD 1 5

S S 1 5

r
‐

、I
1転々、

/
!
!
I

I、
1
}

5 農業集落排水処理施設の整備

農村総合整備モプル事業、 農村基盤総合整備事業 、 農業集落排水事業等に よ り 、 農業振興地区内に

あ る集落 (お おむね 1 , 000 人以下) か ら の排水を適正な処理を行っ た後、 放流する もの で、 農業生産

溥 環境の保全、 農村の生活環境の保全を 目 的と し てぃ る o

こ の施没では生活難排水を含めて処理する こ と と な る ため 、 生活雑排水対策と して下水道と 同様極

めて有効な処理方法であ る 。

県内 におけ る 昭和60年度現在の農業集落排水処理施設整備地区は表88の と お り であ る 。

表88 農業集落排水処理施設整備地区一覧表

事 業 名 市町村名 集 落 名 着工年度 。十画人 口
閃

。十画戸数
同

。十画 日最大
汚 水 量

(nF/ 日 )
処理方式

農 村 総 合

整備モ デル

事 業

東 郷 町 宮 内 5 8 1 8 0 3 5 5 9 . 4

土 壌

被 覆

接触ぼ っ 気

方 式

メソ 郡 家 町 野 町 れソ れソ メソ れソ れソ
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